
『
フ
ァ
シ
ズ
ム
─
─
警
告
の
書
』
が
問
い
か
け
る
も
の

油
井
大
三
郎

現
在
、
世
界
の
各
地
で
再
び
フ
ァ
シ
ズ
ム
化
の
危
険
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
う
警
告
す
る
の
が
本
書
の
著
者
、
マ
デ
レ

ー
ン
・
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
で
あ
る
。
彼
女
は
二
期
目
の
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
で
、
米
国
史
上
初
め
て
就
任
し
た
女
性
の
国
務
長

官
で
あ
り
、
国
務
長
官
時
代
に
、
現
代
版
「
フ
ァ
シ
ス
ト
」
と
疑
わ
れ
る
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
ミ
ロ
シ
ュ
ビ
ッ
チ
、
ロ

シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
、
北
朝
鮮
の
金
正
日
な
ど
と
交
渉
し
た
経
験
を
も
っ
て
お
り
、
そ
の
印
象
記
も
貴
重
な
証
言
と
な
っ
て

い
る
。

二
重
の
亡
命
者

彼
女
は
、
一
九
三
七
年
五
月
一
五
日
に
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
プ
ラ
ハ
で
生
れ
た
。
両
親
は
、
ユ
ダ
ヤ
系
カ
ト
リ
ッ
ク

の
家
系
で
、
彼
女
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
時
代
の
名
前
は
マ
リ
ー
・
ヤ
ナ
・
マ
ド
レ
ン
カ
・
コ
ル
ベ
ル
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
一
九
三
八
年
九
月
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
協
定
後
、
ナ
チ
ス
が
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
に
侵
攻
し
、
ベ
ネ
シ
ュ
大
統
領
は
ロ
ン

ド
ン
に
亡
命
政
権
を
樹
立
、
外
交
官
で
あ
っ
た
父
親
も
そ
れ
に
従
い
、
家
族
は
イ
ギ
リ
ス
に
亡
命
し
た
。
ま
た
、
彼
女
の

三
人
の
祖
父
母
を
始
め
、
多
く
の
親
族
が
ナ
チ
ス
の
強
制
収
容
所
に
入
れ
ら
れ
、
殺
害
さ
れ
た
と
い
う
。
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第
二
次
世
界
大
戦
後
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
に
復
帰
し
た
ベ
ネ
シ
ュ
政
権
と
と
も
に
、
父
親
も
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
に

帰
国
し
、
駐
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
大
使
に
任
命
さ
れ
た
。
そ
の
折
、
ス
イ
ス
に
留
学
し
た
マ
リ
ー
は
、
名
前
を
西
欧
風
の

「
マ
デ
レ
ー
ン
」
に
改
め
た
と
い
う
。
し
か
し
、
一
九
四
七
年
六
月
に
米
国
が
提
案
し
た
対
欧
経
済
復
興
計
画
で
あ
る
マ

ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
に
ベ
ネ
シ
ュ
政
権
が
一
時
参
加
を
表
明
し
た
た
め
、
危
機
感
を
抱
い
た
ソ
連
の
圧
力
を
受
け
て
、
一

九
四
八
年
二
月
に
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
共
産
党
が
決
起
し
、
共
産
党
単
独
政
権
を
樹
立
す
る
と
、
父
親
は
米
国
へ
の
亡
命

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

つ
ま
り
、
幼
少
期
の
彼
女
は
、
ナ
チ
独
裁
と
共
産
党
独
裁
の
二
重
の
独
裁
政
権
か
ら
の
亡
命
を
体
験
し
て
い
る
の
で
あ

り
、
本
書
は
、
そ
う
し
た
体
験
者
に
よ
る
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
再
来
」
の
警
告
で
あ
る
だ
け
に
、
重
み
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
米
国
に
亡
命
し
た
父
親
は
、
デ
ン
バ
ー
大
学
国
際
関
係
学
部
の
教
授
と
な
り
、
教
え
子
に
は
、
後
に
国
務
長
官
と
な

る
コ
ン
ド
リ
ー
ザ
・
ラ
イ
ス
が
い
た
。

マ
デ
レ
ー
ン
は
、
地
元
デ
ン
バ
ー
の
高
校
を
卒
業
後
、
奨
学
金
を
得
て
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
に
あ
る
ウ
ェ
ル
ズ
リ

ー
大
学
に
進
学
、
政
治
学
を
専
攻
し
た
。
こ
の
学
生
時
代
の
一
九
五
七
年
に
米
国
籍
を
取
得
、
学
内
の
民
主
党
組
織
で
活

動
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
五
九
年
に
卒
業
し
た
。
卒
業
直
後
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ジ
ョ
セ
フ
・
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
と
結

婚
。
マ
デ
レ
ー
ン
は
子
育
て
を
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
政
治
学
大
学
院
で
修
士
、
博
士
の
学
位
を
取
得
し
た
。

博
士
論
文
は
一
九
六
八
年
の
「
プ
ラ
ハ
の
春
」
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

民
主
党
系
知
識
人
と
し
て
の
系
譜

大
学
院
時
代
に
マ
デ
レ
ー
ン
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
教
え
て
い
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
出
身
の
ズ
ビ
グ
ネ
フ
・
ブ
レ
ジ
ン

ス
キ
ー
の
授
業
を
と
っ
た
が
、
こ
の
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
が
民
主
党
カ
ー
タ
ー
大
統
領
の
安
全
保
障
担
当
補
佐
官
に
就
任
し

た
関
係
で
、
マ
デ
レ
ー
ン
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
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し
か
し
、
一
九
八
〇
年
の
大
統
領
選
挙
で
カ
ー
タ
ー
が
共
和
党
の
レ
ー
ガ
ン
に
敗
れ
る
と
、
マ
デ
レ
ー
ン
は
、
首
都
ワ

シ
ン
ト
ン
に
あ
る
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
で
東
欧
学
を
教
え
る
と
と
も
に
、
民
主
党
の
外
交
顧
問
の
役
割
を
続
け
て
い
っ

た
。
一
九
九
二
年
の
大
統
領
選
挙
で
民
主
党
の
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
が
当
選
す
る
と
、
一
期
目
は
マ
デ
レ
ー
ン
を
国
連
大

使
に
、
二
期
目
に
国
務
長
官
に
任
命
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
二
〇
〇
〇
年
の
大
統
領
選
挙
で
共
和
党
の
ブ
ッ
シ
ュ

（
子
）
政
権
が
成
立
し
、
国
務
長
官
を
退
任
し
て
か
ら
も
、
民
主
党
国
際
研
究
所
（
Ｎ
Ｄ
Ｉ
）
の
所
長
な
ど
を
務
め
て
い
る

の
で
、
民
主
党
系
の
外
交
ブ
レ
イ
ン
を
自
負
し
た
人
物
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
マ
デ
レ
ー
ン
・
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
と
い
う
人
は
、
東
欧
か
ら
の
亡
命
者
、
民
主
党
系
の
政
治
家
、
東
欧
の
専
門

研
究
者
と
い
う
三
つ
の
顔
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ソ
連
崩
壊
後
の
東
欧
で
民
主
化
が
進
む
か
に
見
え
な
が
ら
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
の
オ
ル
バ
ー
ン
・
ヴ
ィ
ク
ト
ル
政
権
や
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
カ
チ
ン
ス
キ
政
権
な
ど
、
極
め
て
権
威
主
義
的
な
政
権

が
登
場
し
た
原
因
を
分
析
す
る
上
で
、
東
欧
専
門
家
と
し
て
の
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
は
適
任
者
で
も
あ
っ
た
。

本
書
執
筆
の
動
機

彼
女
自
身
が
本
書
の
執
筆
を
決
断
す
る
き
っ
か
け
は
、「
私
た
ち
の
多
く
に
と
っ
て
当
惑
の
年
と
な
っ
た
二
〇
一
六
年
」

に
発
生
し
た
二
つ
の
事
件
に
あ
っ
た
と
、「
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
版
ま
え
が
き
」
で
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ

離
脱
（
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
）
と
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
当
選
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
は
、「
世
界
中
の
民
主
主
義

国
が
直
面
し
て
い
る
試
練
や
罠
」
に
つ
い
て
分
析
す
る
必
要
性
を
痛
感
し
、
本
書
を
出
版
し
た
の
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
の
問
題
関
心
か
ら
す
れ
ば
、
現
在
の
世
界
各
地
で
台
頭
し
て
い
る
、
極
め
て
国
家
主
義
・
民

族
主
義
的
で
権
威
主
義
的
な
政
権
が
、
戦
前
の
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
前
夜
の
現
象
に
類
似
し
て
い
る
と
し
て
、
警
鐘
を
鳴
ら

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
彼
女
は
ま
ず
、
イ
タ
リ
ア
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
ド
イ
ツ
の
ナ
チ
ズ
ム
、
ス
ペ
イ
ン
の
フ
ラ

ン
コ
政
権
、
英
国
の
フ
ァ
シ
ス
ト
同
盟
、
米
国
の
銀
シ
ャ
ツ
隊
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
矢
十
字
党
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
祖
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国
戦
線
な
ど
、
戦
前
の
様
々
な
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
や
国
家
の
分
析
か
ら
検
討
を
始
め
て
い
る
。

オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
論

こ
こ
で
、
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
が
紹
介
す
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
現
象
は
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
や
ヒ
ト
ラ
ー
の
影
響
を
受
け
た
国
際
的

現
象
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
歴
史
や
文
化
に
由
来
す
る
一
国
的
現
象
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
フ
ァ
シ
ズ

ム
に
は
共
通
し
た
特
徴
も
あ
り
、
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
は
そ
れ
を
、「
フ
ァ
シ
ス
ト
の
態
勢
が
定
着
す
る
の
は
、
社
会
的
な
拠

り
所
が
見
つ
け
ら
れ
ず
、
誰
も
が
噓
を
つ
き
、
盗
み
、
自
分
の
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
い
よ
う
に
思
え
て
く
る
と
き
」

（
Ⅴ
頁
）
と
説
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
成
立
の
前
提
に
は
、
民
衆
に
よ
る
既
存
の
体
制
に
対
す
る
深
刻
な

不
満
や
反
発
が
あ
り
、
そ
の
条
件
を
利
用
し
て
フ
ァ
シ
ス
ト
は
、
反
体
制
的
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

噓
や
暴
力
を
行
使
し
て
民
衆
の
支
持
を
取
り
付
け
、
権
力
を
掌
握
し
た
後
に
は
反
対
党
を
一
掃
し
、
人
種
的
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
な
ど
を
虐
殺
す
る
と
い
っ
た
反
民
主
的
・
反
人
道
的
行
動
に
で
る
と
い
う
特
徴
が
あ
っ
た
。

現
代
の
「
フ
ァ
シ
ス
ト
」
と
は
？

こ
の
よ
う
な
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
の
初
期
段
階
の
特
徴
が
、
現
在
の
世
界
で
見
ら
れ
る
権
威
主
義
的
で
、
国
家
主
義
・
民

族
主
義
的
な
政
権
の
特
徴
と
類
似
し
て
い
る
と
い
う
の
が
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
の
警
告
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
ウ
ゴ
・
チ
ャ
ベ
ス
政
権
と
か
、
ト
ル
コ
の
エ
ル
ド
ア
ン
政
権
、
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
政

権
な
ど
が
例
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
今
の
と
こ
ろ
、
選
挙
で
政
権
を
獲
得
し
て
お
り
、
反
対
党
派
へ
の
弾

圧
や
規
制
を
強
め
て
い
る
も
の
の
、
民
主
主
義
を
全
面
的
に
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
故
、
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト

も
、
国
家
保
安
委
員
会
（
Ｋ
Ｇ
Ｂ
）
出
身
の
プ
ー
チ
ン
の
こ
と
を
「
小
柄
で
青
白
く
、
爬
虫
類
の
よ
う
に
冷
た
い
」
印
象

と
語
り
な
が
ら
、「
プ
ー
チ
ン
は
完
全
な
フ
ァ
シ
ス
ト
で
は
な
い
。
そ
う
な
る
必
要
を
感
じ
て
い
な
い
か
ら
だ
」
と
評
価
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し
て
い
る
（
一
六
六
頁
）。
つ
ま
り
、
選
挙
で
多
数
を
獲
得
で
き
る
間
は
、
選
挙
制
度
を
維
持
す
る
の
が
、
現
代
型
フ
ァ
シ

ス
ト
の
特
徴
と
み
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
は
、
現
在
の
世
界
に
も
独
裁
色
を
強
め
て
い
る
政
権
が
存
在
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
政

権
は
完
全
に
選
挙
制
を
否
定
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
将
来
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
転
化
す
る
危
険
が
あ
る
と
み
て

い
る
の
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
前
夜
」
の
状
況
を
「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
と
の
関
連
で
把
握
す
る
傾
向
も
あ
る
が
、
オ
ル
ブ

ラ
イ
ト
は
、
一
九
世
紀
末
の
米
国
で
農
民
層
を
基
盤
に
展
開
し
た
人
民
党
を
念
頭
に
、
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
を
「
民
主
主
義
の

将
来
を
め
ぐ
る
壮
大
な
議
論
の
悪
役
」
と
み
る
こ
と
に
反
対
し
（
二
三
四
-
三
五
頁
）、「
フ
ァ
シ
ス
ト
」
と
「
ポ
ピ
ュ
リ

ス
ト
」
を
区
別
す
る
よ
う
主
張
し
て
い
る
点
も
興
味
深
い
。

北
朝
鮮
の
評
価

オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
は
、「
北
朝
鮮
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
は
金
一
族
の
家
業
と
し
て
営
ま
れ
て
い
る
」（
一
九
七
頁
）
と
述
べ
て
、

北
朝
鮮
の
体
制
も
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
と
把
握
し
て
い
る
。
し
か
し
、
共
産
主
義
の
場
合
は
、
既
成
体
制
を
革
命
で
打
倒
し

て
新
政
権
を
樹
立
す
る
が
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
場
合
は
、
運
動
段
階
で
は
「
反
体
制
」
的
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
民
衆
の

支
持
を
獲
得
し
な
が
ら
、
権
力
を
獲
得
し
た
後
は
、
既
成
勢
力
と
妥
協
す
る
傾
向
が
あ
る
点
で
違
い
が
あ
る
。
そ
の
点
は

オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
も
本
書
の
中
で
認
め
て
い
る
が
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
共
産
党
独
裁
を
「
全
体
主
義
」
と
し
て
同
一
視
す
る
考

え
方
は
、
冷
戦
期
の
米
国
に
特
徴
的
な
傾
向
で
あ
り
、
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
も
そ
の
系
譜
を
共
有
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
は
、
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
の
北
朝
鮮
訪
問
の
可
能
性
を
探
る
べ
く
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
末
に
北
朝
鮮

を
訪
問
し
、
金
正
日
と
会
談
し
た
。
当
時
の
北
朝
鮮
の
核
保
有
は
わ
ず
か
な
も
の
で
、
米
朝
が
歩
み
寄
る
可
能
性
は
あ
っ

た
と
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
は
見
た
が
、
一
一
月
の
選
挙
で
当
選
し
た
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が
の
ち
に
北
朝
鮮
を
イ
ラ
ン
、
イ
ラ
ク
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と
と
も
に
「
悪
の
枢
軸
」
と
規
定
し
た
の
で
、
対
話
の
芽
は
絶
た
れ
た
と
い
う
。

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
危
険
性

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
つ
い
て
、
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
は
「
現
代
ア
メ
リ
カ
史
上
初
の
反
民
主
主
義
的
な
」
人
物
と
評
価
し
て

い
る
。
そ
れ
は
、「
民
主
主
義
の
仕
組
み
や
平
等
と
社
会
正
義
の
理
念
、
価
値
観
や
意
見
の
異
な
る
者
同
士
の
対
話
、
市

民
道
徳
、
ア
メ
リ
カ
そ
の
も
の
を
、
日
々
あ
ま
り
に
も
頻
繁
に
、
朝
早
く
か
ら
、
こ
れ
見
よ
が
し
に
貶
め
る
」
か
ら
だ
と

い
う
（
二
五
二
頁
）。

こ
の
よ
う
な
「
反
民
主
主
義
」
的
人
物
が
大
統
領
に
当
選
す
る
こ
と
自
体
に
、
現
在
の
ア
メ
リ
カ
民
主
主
義
の
危
機
が

示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
、「
高
等
教
育
を
受
け
て
お
ら
ず
、
経
済
的
な
状
況
に
不
満
を
持
っ
て
い
る
人
々
」

が
い
る
と
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
は
指
摘
し
て
い
る
（
一
一
六
頁
）。

つ
ま
り
、
オ
ル
ブ
ラ
イ
ト
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
職
を
失
っ
た
旧
製
造
業
地
域
の
白
人
労
働
者
な
ど
が
ト
ラ
ン
プ
を
支

持
す
る
と
い
う
ア
メ
リ
カ
社
会
の
分
断
状
況
の
危
機
を
指
摘
し
、
こ
の
危
機
を
克
服
す
る
に
は
、
民
主
・
共
和
「
両
党
の

責
任
あ
る
指
導
者
が
国
民
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
協
力
す
る
と
率
直
に
公
約
し
、
総
合
的
な
行
動
計
画
を
示
す
」
べ
き

と
主
張
し
て
い
る
（
二
四
〇
頁
）。

こ
こ
で
彼
女
が
強
調
し
て
い
る
の
は
、
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
が
め
ざ
し
た
「
死
活
的
に
重
要
な
中
道
（vitalcenter

）」
の

精
神
で
分
断
を
克
服
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
ア
メ
リ
カ
社
会
で
は
、
民
主
党
の
左
傾
化
、
共
和
党
の
右
傾

化
と
い
う
形
で
分
極
化
が
進
行
し
て
お
り
、
か
つ
て
の
「
中
道
」
精
神
の
復
活
で
こ
の
溝
を
克
服
で
き
る
か
ど
う
か
、
簡

単
に
答
え
が
で
な
い
の
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
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